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外国人と日本人とが、外国人と日本人とが、ともに豊かに生きる地域社会をともに豊かに生きる地域社会を!!
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ちょっと遅くなりましたが……ちょっと遅くなりましたが……

FICECFICEC
Fujimino International Cultural Exchange CenterFujimino International Cultural Exchange Center

ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター
発行

第第33回回 「子どもとともに育つ親の会」「子どもとともに育つ親の会」

クリスマスツリーを創るクリスマスツリーを創る

ハローハロー
フレンズフレンズ

ファイセックファイセック

ハローハロー
フレンズフレンズ

子どもたちが自分で作った帽子↑　　↓ツリーを絵の具で塗る子どもたちが自分で作った帽子↑　　↓ツリーを絵の具で塗る

  「子どもとともに育つ親の会」「子どもとともに育つ親の会」 ３回３回

目のイベントは、目のイベントは、 昨年昨年 1212月７日に月７日に

『親子合作『親子合作 dede クリスマス！』クリスマス！』 と題しと題し

てみんなで大きなクリスマスツリーてみんなで大きなクリスマスツリー

の制作をしました。の制作をしました。 はじめにお伝はじめにお伝

えしますが、えしますが、 今回も大成功！今回も大成功！

　大きなガラス張りの暖かな部屋で　大きなガラス張りの暖かな部屋で

始まったイベントの最初は、始まったイベントの最初は、 子ど子ど

もたちによるツリーの色塗り。もたちによるツリーの色塗り。 まだまだ

幼稚園などに入園する前の小さな幼稚園などに入園する前の小さな

子ばかりでしたが、子ばかりでしたが、 手足を緑色に手足を緑色に

染めながらも、染めながらも、 大きな白い紙を大きな白い紙を

あっという間に立派なツリーに仕あっという間に立派なツリーに仕

上げてくれました。上げてくれました。

　その後は金銀のシールを貼る帽　その後は金銀のシールを貼る帽

子づくり。子づくり。 はじめはシールを台紙はじめはシールを台紙

から上手く剥がせなかった子も、から上手く剥がせなかった子も、

だんだん上手になって最後にはだんだん上手になって最後には

ひとりで貼れるようになり、ひとりで貼れるようになり、 素敵な素敵な

帽子を作ることができました。帽子を作ることができました。

　実は、　実は、 今回の帽子づくりでは、今回の帽子づくりでは、

子どもたちに３つの小さな課題を子どもたちに３つの小さな課題を

設定していました。設定していました。 それは、それは、 自分自分

でで 「シールちょうだい」「シールちょうだい」 と貰いにと貰いに

行く行く （最初に全部配らずに、（最初に全部配らずに、 足り足り

ないときは声をかけてもらうようにしないときは声をかけてもらうようにし

た）、た）、 自分でシールの色を選ぶ、自分でシールの色を選ぶ、

貼る 数や場所は 自分で決める貼る 数や場所は 自分で決める

（「この辺に貼ったら？」（「この辺に貼ったら？」 などは言などは言

わない）、わない）、 です。です。 決められたこと決められたこと

を決められた通りにやることももちを決められた通りにやることももち

ろん大切だけれど、ろん大切だけれど、 子どもたちに子どもたちに

はは 「自分で考えて決める」「自分で考えて決める」 というという

機会を多く与えてあげたいな、機会を多く与えてあげたいな、 とと

思っているので今回はこのような思っているので今回はこのような

事をやってみました。事をやってみました。 自分で考え自分で考え

て作った帽子を身につけた子どもて作った帽子を身につけた子ども

たちは、たちは、 誇らしげにお母さんに見誇らしげにお母さんに見

せに行っていました。せに行っていました。

　一方お母さんたちはといえば、　一方お母さんたちはといえば、

子どもたちに負けず劣らず夢中で子どもたちに負けず劣らず夢中で

飾りづくり。飾りづくり。 「そろそろ終わりにして「そろそろ終わりにして

ください」ください」 というスタッフの声も耳というスタッフの声も耳

に入らない様子で、に入らない様子で、 帽子を作り終帽子を作り終

えた子どもと一緒に楽しそうに手をえた子どもと一緒に楽しそうに手を

動かし ている 姿を見て、動かし ている 姿を見て、 「いい「いい

なぁ、なぁ、 これだよなぁ」これだよなぁ」 と嬉しくなりまと嬉しくなりま

した。した。 それは、それは、 この会のテーマのこの会のテーマの

ひとつひとつ 「親が子どもと一緒に真剣「親が子どもと一緒に真剣

に遊ぶ」に遊ぶ」 がまさに実践されているがまさに実践されている

場面でした。場面でした。

　今後も　今後も 「子どもとともに育つ親の「子どもとともに育つ親の

会」会」 という名前のもと、という名前のもと、 子どもたち子どもたち

と楽しく遊びながら親が色々なことと楽しく遊びながら親が色々なこと

を体験し、を体験し、 気づき、気づき、 成長する場に成長する場に

なるように、なるように、 試行錯誤を続けてい試行錯誤を続けてい

こうと思っています。こうと思っています。

（文（文 ：： 高橋恭子、高橋恭子、 写真写真 ：： 内藤忍）内藤忍）

↓やっぱ、↓やっぱ、 新聞遊びが楽しいぜぃ新聞遊びが楽しいぜぃ



●年間５００件にもおよぶ●年間５００件にもおよぶ
　生活相談　生活相談

　ふじみの国際交流センター　ふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））では、では、

地域に住む外国籍市民のための自立を支援す地域に住む外国籍市民のための自立を支援す

る活動をしているが、る活動をしているが、そのひとつの核になるそのひとつの核になる

のがのが「生活相談」「生活相談」の活動。の活動。外国から日本に来外国から日本に来

た人たちにとっては、た人たちにとっては、日本の法律などの制度日本の法律などの制度

がわからない場合が多いし、がわからない場合が多いし、近隣住民など他近隣住民など他

人とばかりでなく、人とばかりでなく、日本人の家族とのトラブ日本人の家族とのトラブ

ルが起きることもある。ルが起きることもある。そうしたことが起きそうしたことが起き

たら、たら、日本人であれば親類縁者や、日本人であれば親類縁者や、近くに住近くに住

む友人などに相談し、む友人などに相談し、助力を頼むこともでき助力を頼むこともでき

るが、るが、外国から来た人たちにとっては、外国から来た人たちにとっては、助け助け

てくれる人が日本にはいないという場合も多てくれる人が日本にはいないという場合も多

い。い。そんなとき、そんなとき、同じ地域に住む隣人として、同じ地域に住む隣人として、

日本での生活がスムーズにできるように協力日本での生活がスムーズにできるように協力

しようというのが、しようというのが、生活相談の活動だ。生活相談の活動だ。FICECFICEC

には、には、年間５００件にもおよぶ相談が寄せら年間５００件にもおよぶ相談が寄せら

れており、れており、女性を中心とするボランティアス女性を中心とするボランティアス

タッフが、タッフが、日常的に相談に対応している。日常的に相談に対応している。

●相談の質を向上させるため●相談の質を向上させるため
　研修会などを開催　研修会などを開催

　しかし、　しかし、一口に一口に「相談」「相談」といっても、といっても、その内その内

容は千差万別。容は千差万別。「ごみの出し方」「ごみの出し方」「医者へのか「医者へのか

かり方」かり方」といった、といった、ごく生活レベルのものかごく生活レベルのものか

ら、ら、「住民登録」「住民登録」「外国人登録」「外国人登録」といった法律といった法律

的な内容を含むもの、的な内容を含むもの、そしてそして「夫が暴力を振「夫が暴力を振

るうので子どもと逃げ出してきた」るうので子どもと逃げ出してきた」などといなどとい

う、う、かなり深刻なものまで、かなり深刻なものまで、さまざまな相談さまざまな相談

が寄せられる。が寄せられる。スタッフは、スタッフは、本当に近隣の主本当に近隣の主

婦を中心とした人たちだけに、婦を中心とした人たちだけに、どんなアドバどんなアドバ

イスをしたらよいのか、イスをしたらよいのか、迷ってしまうことも迷ってしまうことも

しばしば。しばしば。もちろん、もちろん、相談への対応は、相談への対応は、FICECFICEC

の中で担当者同士が相談しながら行っているの中で担当者同士が相談しながら行っている

が、が、それでも専門知識が必要な場合もある。それでも専門知識が必要な場合もある。

　そこで、　そこで、FICECFICECでは、では、さまざまな機会を利用さまざまな機会を利用

して、して、スタッフのレベルアップのための研修スタッフのレベルアップのための研修

会などを積極的に開催している。会などを積極的に開催している。

●●「ＤＶ被害者支援ボラ「ＤＶ被害者支援ボラ
　ンティア育成講座」　ンティア育成講座」の開催の開催

　近年、　近年、日本の家族関係の中で大きな問題に日本の家族関係の中で大きな問題に

なっているのがドメスティックなっているのがドメスティック・・バイオレンバイオレン

スス（ＤＶ＝家庭内暴力）。（ＤＶ＝家庭内暴力）。主として、主として、夫が妻や夫が妻や

子どもに対して暴力を振るって従わせるとい子どもに対して暴力を振るって従わせるとい

うものだ。うものだ。埼玉県が２００３年に行った実態埼玉県が２００３年に行った実態

調査では、調査では、結婚経験を持つ女性の１６人に結婚経験を持つ女性の１６人に11人人

がが「命の危険を感じるほどの暴力を受けた経「命の危険を感じるほどの暴力を受けた経

験」験」を持ち、を持ち、３１．３１．２％の子どもが親の被害２％の子どもが親の被害

を目撃している。を目撃している。被害者は、被害者は、主として女性や主として女性や

子ども。子ども。日本人同士の家庭でも多くなってい日本人同士の家庭でも多くなってい

るのと同時に、るのと同時に、FICECFICECには日本人男性と国際結には日本人男性と国際結

婚した外国人女性からの相談も、婚した外国人女性からの相談も、多数寄せら多数寄せら

れている。れている。

　そこで、　そこで、FICECFICECが埼玉県からの助成が埼玉県からの助成・・委託を委託を

特集特集  FIC E C  FIC E C の活動紹介の活動紹介

外国籍市民の相談に、外国籍市民の相談に、より的確に対応するためより的確に対応するため

県との協働による研修会や、県との協働による研修会や、参加自由の勉強会参加自由の勉強会
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生活相談のための研修会、生活相談のための研修会、勉強会などを開催勉強会などを開催



受けて開催しているのが受けて開催しているのが「「DVDV被害者支援ボラ被害者支援ボラ

ンティア育成講座」ンティア育成講座」だ。だ。日本人、日本人、外国人を問外国人を問

わず、わず、DVDV被害を受けた人たちを支援するため被害を受けた人たちを支援するため

のボランティア人材を育成しようという事業。のボランティア人材を育成しようという事業。

　２００５年９月～１０月に５回からなる講　２００５年９月～１０月に５回からなる講

座を開いたほか、座を開いたほか、２００６年１０月～１１月２００６年１０月～１１月

には２回目となる５回の講座、には２回目となる５回の講座、さらには今年さらには今年

１月～２月にも２回からなる講座を開いたば１月～２月にも２回からなる講座を開いたば

かりだかりだ（各回の詳しい内容は、（各回の詳しい内容は、FICECFICECのホームのホーム

ページに掲載）。ページに掲載）。

　それぞれの講師は、　それぞれの講師は、弁護士や大学教授、弁護士や大学教授、県県

婦人相談センター関係者など専門家で、婦人相談センター関係者など専門家で、FICECFICEC

スタッフも事例研究のためのグループワークスタッフも事例研究のためのグループワーク

のスタッフとして運営にたずさわっている。のスタッフとして運営にたずさわっている。

参加者数は各回１５人～３７人で、参加者数は各回１５人～３７人で、主として主として

近隣の主婦など女性だが、近隣の主婦など女性だが、いずれも夫などにいずれも夫などに

よる暴力をどう防いだらよいか、よる暴力をどう防いだらよいか、被害者をど被害者をど

う支援したらよいかについて、う支援したらよいかについて、熱心に聴講し、熱心に聴講し、

議論に加わっている。議論に加わっている。

●自主的な勉強会も●自主的な勉強会も
　毎月開催＝参加自由　毎月開催＝参加自由

　こうした、　こうした、自治体との協働による研修会以自治体との協働による研修会以

外に、外に、FICECFICECではスタッフによる自主的な勉強ではスタッフによる自主的な勉強

会会（参加自由）（参加自由）なども、なども、毎月第一火曜日毎月第一火曜日（原（原

則）則）の午前中に開催されている。の午前中に開催されている。行政書士や行政書士や

ソーシャルワーカーなど専門家を招いて、ソーシャルワーカーなど専門家を招いて、民民

法、法、戸籍法、戸籍法、国籍法、国籍法、外国人登録法など関係外国人登録法など関係

する法律や手続きの勉強ばかりでなく、する法律や手続きの勉強ばかりでなく、実際実際

にあった相談事例についてどのように対応しにあった相談事例についてどのように対応し

たらよいかといった、たらよいかといった、ケーススタディも行わケーススタディも行わ

れている。れている。
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●とにかく早め早めに●とにかく早め早めに
　相談を＝東京入管担当者　相談を＝東京入管担当者

　今年１月９日には、　今年１月９日には、東京入国管理局から担東京入国管理局から担

当者を招いての勉強会も行われた。当者を招いての勉強会も行われた。出席した出席した

のは渉外調整官の有馬義信さん。のは渉外調整官の有馬義信さん。FICECFICECから同から同

局には、局には、日常的に外国籍の人たちについての日常的に外国籍の人たちについての

相談をしていることから、相談をしていることから、その縁で外国人登その縁で外国人登

録に関する制度、録に関する制度、手続きの説明のために出席手続きの説明のために出席

が実現したものだ。が実現したものだ。

　有馬さんは、　有馬さんは、約２時間にわたり、約２時間にわたり、日本の入日本の入

管手続きの具体的な内容、管手続きの具体的な内容、外国籍市民にどう外国籍市民にどう

対応することを期待するかなどについて熱心対応することを期待するかなどについて熱心

に説明。に説明。さらに、さらに、当日当日FICECFICECに来ていた相談者に来ていた相談者

の事例に対しても、の事例に対しても、具体的なアドバイスなど具体的なアドバイスなど

をしていた。をしていた。

　有馬さんが特に強調していたのは、　有馬さんが特に強調していたのは、「入国管「入国管

理の事柄について何か問題が起きたら、理の事柄について何か問題が起きたら、できでき

るだけ早く入管に相談をしてほしい」るだけ早く入管に相談をしてほしい」というという

点。点。「不法滞在などは、「不法滞在などは、放置しておくと事態が放置しておくと事態が

ますます悪くなるし、ますます悪くなるし、帰国後の再入国なども帰国後の再入国なども

困難になる。困難になる。何か問題があっても、何か問題があっても、解決につ解決につ

ながる方法論などは必ずあるはずだから、ながる方法論などは必ずあるはずだから、『行『行

けば強制送還される』けば強制送還される』などと悪い方にばかりなどと悪い方にばかり

考えないで、考えないで、とにかく早め、とにかく早め、早めに相談をし早めに相談をし

てほしい」てほしい」と話していた。と話していた。（取材（取材・・文文：：内藤忍）内藤忍）

　　FICECFICECでのこうした勉強会は、でのこうした勉強会は、日程さえ合え日程さえ合え

ば参加は自由。ば参加は自由。これを読んでいる読者の中でこれを読んでいる読者の中で

も、も、関心を持っている方は、関心を持っている方は、ぜひご参加くだぜひご参加くだ

さい。さい。
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ボランティア体験記ボランティア体験記

　ふじみの国際交流センター　ふじみの国際交流センター （（FICECFICEC）） のの 「国際「国際

子どもクラブ」子どもクラブ」 に通い始めて、に通い始めて、 ちょうどちょうど 11 年。年。 皆皆

勤賞にはとても届かないが、勤賞にはとても届かないが、 半分以上の土曜日半分以上の土曜日

は、は、 ここに来ている。ここに来ている。 ここで見たこと聞いたこと、ここで見たこと聞いたこと、

感じたことなどを書いてみたい。感じたことなどを書いてみたい。

意を決して意を決して
飛び込んでみた飛び込んでみた

　まずは、　まずは、 簡単に自己紹介から。簡単に自己紹介から。 3232 歳、歳、 既婚既婚

（（55年目）、年目）、 子どもなし。子どもなし。 平日は派遣社員として働平日は派遣社員として働

いている。いている。 2020代は就職や結婚、代は就職や結婚、 転居など目の前転居など目の前

のことをしているだけで、のことをしているだけで、 あっという間に過ぎてしあっという間に過ぎてし

まった。まった。 3030 代になり、代になり、 少しは生活も落ち着くと、少しは生活も落ち着くと、

「そういえば私って人と話すのが好きだな、「そういえば私って人と話すのが好きだな、 教え教え

るのも好きだな」るのも好きだな」 などと思いながら、などと思いながら、 ひまにまかひまにまか

せてインターネット上をうろうろとしていた。せてインターネット上をうろうろとしていた。 そこそこ

で、で、 FICECFICECのホームページに出会った。のホームページに出会った。 FICECFICEC

では、では、 「外国人への生活支援」「外国人への生活支援」 を目的として、を目的として、 ささ

まざまな活動を行っている。まざまな活動を行っている。その中で私に出来るその中で私に出来る

としたら、としたら、 国際子どもクラブで日本語や宿題を手国際子どもクラブで日本語や宿題を手

伝うことだなと思いながらも、伝うことだなと思いながらも、 その一方で私に出その一方で私に出

来るのか、来るのか、 そうした勉強をしたことはないし、そうした勉強をしたことはないし、 上福上福

岡の近くから所沢に引っ越したばっかりだしなどと岡の近くから所沢に引っ越したばっかりだしなどと

逡巡していた。逡巡していた。 しかし、しかし、 決意して、決意して、 そのドアを開そのドアを開

いた。いた。

最初はおろおろするばかり最初はおろおろするばかり

　「国際子どもクラブ」　「国際子どもクラブ」 というのは、というのは、 外国で育った外国で育った

外国籍の子どもたちに、外国籍の子どもたちに、 日本語や日本の小学日本語や日本の小学

校、校、 中学校などでの勉強を教える場。中学校などでの勉強を教える場。 毎週土曜毎週土曜

日の午前中に日の午前中に FICECFICEC で開催されている。で開催されている。

　ここで、　ここで、 私が最初に出会ったのは、私が最初に出会ったのは、 中国から中国から

来たばかりの来たばかりの AA 君君 （（1515 歳）歳） だ。だ。 日本語を話せる日本語を話せる

一歩を踏み出してボランティア活動一歩を踏み出してボランティア活動

子どもたちとともに、子どもたちとともに、自分自身も成長を実感自分自身も成長を実感

教育熱心なお母さんと一緒に来ていた。教育熱心なお母さんと一緒に来ていた。 AA 君君

は、は、 日本に来たばかりで日本に来たばかりで 「あいうえお」「あいうえお」 もわからもわから

ない。ない。 私は、私は、 どうコミュニケーションをとったらいどうコミュニケーションをとったらい

いか、いか、 おろおろするばかり。おろおろするばかり。 そんな私の目の前そんな私の目の前

では、では、 子どもたちへの指導歴子どもたちへの指導歴 1010 年以上のスタッ年以上のスタッ

フフ KK さんが、さんが、 「ひらがなカード」「ひらがなカード」 といった指導ツーといった指導ツー

ルなどを使って、ルなどを使って、 子どもたちの興味を引き出しな子どもたちの興味を引き出しな

がら進めていく。がら進めていく。 そして、そして、 11 時間半の授業の後時間半の授業の後

は、は、 お茶を飲みながらのコミュニケーションの時お茶を飲みながらのコミュニケーションの時

間。間。AA君に理解できる漢字や、君に理解できる漢字や、電子辞書、電子辞書、地図、地図、

ボディーランゲージ、ボディーランゲージ、 表情などさまざまな道具を表情などさまざまな道具を

駆使して、駆使して、 中国や日本のことなどを話す。中国や日本のことなどを話す。 最初最初

は、は、 緊張気味だった緊張気味だった AA 君も、君も、 日が経つにつれ、日が経つにつれ、

「眠い」「眠い」 などと、などと、 だんだんわがままが出るようにだんだんわがままが出るように

なった。なった。 日本での生活に慣れるとともに、日本での生活に慣れるとともに、 ここでここで

の居心地がよくなってきたのだろう。の居心地がよくなってきたのだろう。 同じく中国か同じく中国か

ら来た、ら来た、 とっても美人なとっても美人なBB さんや、さんや、 小学小学 33年生の年生の

CC 君の登場も影響しているかも。君の登場も影響しているかも。 とくに、とくに、 CC 君に君に

はお兄さんのように慕われている。はお兄さんのように慕われている。

難しい日本語、難しい日本語、
そして進歩の早さそして進歩の早さ

　日本語の指導は、　日本語の指導は、 ひらがな、ひらがな、 カタカナ、カタカナ、 数字数字

の読み方から始まる。の読み方から始まる。 「外国語としての日本語」「外国語としての日本語」

に初めて触れた私は、に初めて触れた私は、「さんびゃく」「さんびゃく」「よんひゃく」「よんひゃく」

「はっぴゃく」「はっぴゃく」 など、など、 普段は意識していない日本普段は意識していない日本

語の難しさに気づいた。語の難しさに気づいた。 AA君に対しては、君に対しては、 FICECFICEC

独自の絵を使ったテキストを終えると、独自の絵を使ったテキストを終えると、 「みんなの「みんなの

FIC ECFIC EC のの「国際子どもクラブ」「国際子どもクラブ」に参加に参加

文文・・上原　美樹上原　美樹
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　民設民営で、　民設民営で、「在日外国人の自立の支援と共生の街づくり」「在日外国人の自立の支援と共生の街づくり」を目指して、を目指して、ふじみの国際ふじみの国際

交流センターが活動を始めて交流センターが活動を始めて1010年になりました。年になりました。

　その間　その間（株）（株）オムテック様、オムテック様、青峰社様、青峰社様、海老原夕美法律事務所様、海老原夕美法律事務所様、東入間遊戯業防犯協東入間遊戯業防犯協

力会様、力会様、国際ソロプチミスト様、国際ソロプチミスト様、カトリック上福岡教会様をはじめとして、カトリック上福岡教会様をはじめとして、大勢の皆様か大勢の皆様か

ら多大なご寄付をいただきました。ら多大なご寄付をいただきました。「頑張ってね。「頑張ってね。応援してますよ」応援してますよ」と言って下さる声がと言って下さる声が

聞こえてきます。聞こえてきます。背中をポンとたたいて下さっている笑顔が思い浮かんできます。背中をポンとたたいて下さっている笑顔が思い浮かんできます。私たち私たち

は、は、活動資金と一緒に大きなエネルギーもいただいています。活動資金と一緒に大きなエネルギーもいただいています。何とお礼を言っていいかわ何とお礼を言っていいかわ

かりません。かりません。

　受益者負担が不可能な私たちの　受益者負担が不可能な私たちのNPONPO 活動は、活動は、皆様からいただいたご寄付によって成り皆様からいただいたご寄付によって成り

立っています。立っています。これからも、これからも、皆で力を合わせ、皆で力を合わせ、まじめに地道に活動を続けてまいります。まじめに地道に活動を続けてまいります。

今後もご支援いただくよう、今後もご支援いただくよう、お願い申し上げます。お願い申し上げます。本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。

ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））理事長　石井ナナエ理事長　石井ナナエ

たくさんのご寄付に御礼申し上げますたくさんのご寄付に御礼申し上げます

日本語」日本語」 という市販のテキストに移る。という市販のテキストに移る。 AA 君は、君は、

土曜日の土曜日の FICECFICEC での指導だけでなく、での指導だけでなく、 午後もほ午後もほ

かの日本語教室に通い、かの日本語教室に通い、 平日はほぼ毎日平日はほぼ毎日 11 時時

間、間、 授業中に別室で日本語を学習する授業中に別室で日本語を学習する 「取り出「取り出

し授業」し授業」 を受けた。を受けた。 AA 君の家では日常生活も日君の家では日常生活も日

本語を使っているので、本語を使っているので、 驚くべき速度で日本語驚くべき速度で日本語

が上達していった。が上達していった。 そして、そして、 11 年もすると日常会年もすると日常会

話では困らないくらいになった。話では困らないくらいになった。 最初はおとなし最初はおとなし

かったかった AA 君は、君は、 得意の卓球を始めたり、得意の卓球を始めたり、 日本語日本語

が上達して冗談を言ったり、が上達して冗談を言ったり、勉強を嫌がったりと、勉強を嫌がったりと、

“ふつうの”“ふつうの” 中学生らしくなってきた。中学生らしくなってきた。 私の名古屋私の名古屋

弁を指摘されたときなどは、弁を指摘されたときなどは、 憎らしかったけれど憎らしかったけれど

も、も、 その進歩の早さに、その進歩の早さに、 私までうれしい思いが込私までうれしい思いが込

み上げてきた。み上げてきた。

たくさんのスタッフにたくさんのスタッフに
支えられて支えられて

　ある程度、　ある程度、 日本語が話せるようになると、日本語が話せるようになると、 日本日本

語の学習の代わりに学校での勉強を復習すること語の学習の代わりに学校での勉強を復習すること

もある。もある。 特に、特に、 定期試験の前だ。定期試験の前だ。 いくら日本語いくら日本語

がわかるようになったといっても、がわかるようになったといっても、 外国で授業を外国で授業を

受けているので、受けているので、 ついていくのがたいへんだ。ついていくのがたいへんだ。 しし

かし、かし、 この学校の勉強については、この学校の勉強については、 指導する私指導する私

にとってもたいへんなことには変りがなかった。にとってもたいへんなことには変りがなかった。

特に、特に、 苦手だった数学は、苦手だった数学は、 正直に言って問題を正直に言って問題を

見る勇気もない。見る勇気もない。 しかし大丈夫、しかし大丈夫、 ボランティアはボランティアは

私だけではない。私だけではない。 大学生も、大学生も、 高校教師もいる。高校教師もいる。

小学校教師を勤め上げ、小学校教師を勤め上げ、 退職した女性をはじ退職した女性をはじ

め、め、 心強いスタッフがたくさんいる。心強いスタッフがたくさんいる。 FICECFICEC の国の国

際子どもクラブは、際子どもクラブは、こうした多数の人によって支えこうした多数の人によって支え

られている。られている。

　日本語を学習しているのは、　日本語を学習しているのは、 このこの33人だけでは人だけでは

ない。ない。 最近、最近、 アジアからの一家が加わった。アジアからの一家が加わった。 なな

んとんと 66 人兄弟だ。人兄弟だ。 33 歳から中学生まで。歳から中学生まで。 小さな小さな

子は、子は、 集中力を持続させるのがたいへんだが、集中力を持続させるのがたいへんだが、

なんとか創意工夫をして取り組んでいきたいとなんとか創意工夫をして取り組んでいきたいと

思っている。思っている。

　この　この FICECFICEC の狭い空間で、の狭い空間で、 たったたった 11 年の間に年の間に

もいろいろな成長があった。もいろいろな成長があった。 まずなにより、まずなにより、 子ど子ど

もたちの日本語の上達だということは、もたちの日本語の上達だということは、 あえて言あえて言

うまでもないだろう。うまでもないだろう。 いろいろな人や、いろいろな人や、 出来事に出来事に

触れ、触れ、 私も少し成長できた気がする。私も少し成長できた気がする。 日常生活日常生活

から一歩踏み出す勇気を持ってよかった。から一歩踏み出す勇気を持ってよかった。 20072007

年はどんな年になるのだろうと、年はどんな年になるのだろうと、 楽しみだ。楽しみだ。
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　本誌の編集委員会には、　本誌の編集委員会には、 何人かの中国人留学生何人かの中国人留学生

の人たちが参加してくれているが、の人たちが参加してくれているが、 レシピ紹介の記レシピ紹介の記

事があるのを見て、事があるのを見て、 その中の王祺さんと黄耀潤さんその中の王祺さんと黄耀潤さん

（いずれも上海出身）（いずれも上海出身） がが 「ぜひ、「ぜひ、 私たちも中国料理私たちも中国料理

を紹介したい」を紹介したい」 と申し出てくれた。と申し出てくれた。 何でも、何でも、 王祺さん王祺さん

の友人が東京で中華料理店のシェフをしているとのの友人が東京で中華料理店のシェフをしているとの

ことで、ことで、 その直伝の水餃子と、その直伝の水餃子と、 春巻きを作ってくれる春巻きを作ってくれる

という。という。 さらに、さらに、 それを手伝うのが、それを手伝うのが、 やはり編集委やはり編集委

員の篠島幹昌さんと石原怜実さんだ。員の篠島幹昌さんと石原怜実さんだ。

　さて、　さて、 レシピ取材の当日は、レシピ取材の当日は、 台所もある台所もある FICECFICEC のの

事務所に材料を持って集まり、事務所に材料を持って集まり、 調理過程をも記録す調理過程をも記録す

ることになっていたが、ることになっていたが、 集まってみるとすでに餃子と集まってみるとすでに餃子と

春巻きの具は作ってあるという。春巻きの具は作ってあるという。 ん？、ん？、 だってそれだってそれ

を作る過程を記録したいんじゃん、を作る過程を記録したいんじゃん、 と思ったが、と思ったが、 まま

あ作ってしまったものは仕方がない、あ作ってしまったものは仕方がない、 調理ではその調理ではその

具を皮で巻く作業から始まったのだ。具を皮で巻く作業から始まったのだ。

　筆者も含めて、　筆者も含めて、 55 人で和気あいあいと皮を巻いて人で和気あいあいと皮を巻いて

いたが、いたが、 王祺さんが王祺さんが 「あ、「あ、 春巻きの具に味付けす春巻きの具に味付けす

るのを忘れた」るのを忘れた」 などと言い始めた。などと言い始めた。 おいおい、おいおい、 もうもう

巻き始めているんだぜ。巻き始めているんだぜ。 というわけで、というわけで、 塩、塩、 調味料調味料

のない具と、のない具と、 ある具とではどう違うかを食べ比べてみある具とではどう違うかを食べ比べてみ

ようなどと、ようなどと、 残りの具に味付けをして作業は続行。残りの具に味付けをして作業は続行。 まま

あ、あ、 そんなこんなで、そんなこんなで、 みんなでドタバタとやりながらみんなでドタバタとやりながら

のレシピ取材となったのでした。のレシピ取材となったのでした。

　なお、　なお、 下記に記載したレシピは、下記に記載したレシピは、 後で王祺さんが後で王祺さんが

作り直して記録したものとのことで、作り直して記録したものとのことで、 「ゼッタイ、「ゼッタイ、 おいおい

しいです」しいです」 と保証付きであることを付記しておきます。と保証付きであることを付記しておきます。

（文（文 ・・ 写真写真 ：： 内藤忍）内藤忍）

レシピ紹介レシピ紹介

どたばたレシピどたばたレシピ

中国からの留学生が作る中国からの留学生が作る

上海風水餃子と春巻き上海風水餃子と春巻き

料理の作り方料理の作り方

水餃子水餃子

材料材料（いずれも適量）（いずれも適量）

・・ ひき肉ひき肉

・・ 冬瓜冬瓜

・・ 塩塩

・・ 粉末状の鶏ガラ粉末状の鶏ガラ

　スープ　スープ （右写真）（右写真）

・・万能ねぎ万能ねぎ

・・黒酢黒酢 （つけて食べる）（つけて食べる）

作り方作り方

①冬瓜をゆでて冷やし、①冬瓜をゆでて冷やし、 水を切って５水を切って５

センチくらいに切る。センチくらいに切る。

②それにひき肉を混ぜ、②それにひき肉を混ぜ、 塩、塩、 鶏ガラ鶏ガラ

スープで味付けをする。スープで味付けをする。

③具をギョーザの皮で包む。③具をギョーザの皮で包む。

春巻き春巻き

材料材料（いずれも適量）（いずれも適量）

・・ ひき肉ひき肉

・・ 白菜白菜 （千切り。（千切り。 できるだけ細かく）できるだけ細かく）

・・ 塩塩

・・ 調味料調味料 （味の素など）（味の素など）

・・ コーンスターチコーンスターチ

・・黒酢黒酢 （つけて食べる）（つけて食べる）

作り方作り方

①ひき肉、①ひき肉、 白菜をいためる。白菜をいためる。 塩、塩、 調調

味料で味付け。味料で味付け。

④鍋で水を沸騰させ、④鍋で水を沸騰させ、ギョーザを入れギョーザを入れ

る。る。再び沸騰したときに、再び沸騰したときに、水を加える。水を加える。

ギョーザが浮かんでくるまでゆでる。ギョーザが浮かんでくるまでゆでる。

②最後にコーンスターチを入れてとろ②最後にコーンスターチを入れてとろ

みをつける。みをつける。

③具を春巻きの皮に包む。③具を春巻きの皮に包む。

④油で揚げる。④油で揚げる。

みんなで餃子の皮を巻くみんなで餃子の皮を巻く 春巻きの皮で具を巻く春巻きの皮で具を巻く 中国の黒酢中国の黒酢 王さん王さん （左）（左） と黄さんと黄さん
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FIC E CFIC E C 活動日誌活動日誌

生活相談の勉強会生活相談の勉強会

ぜひご参加くださいぜひご参加ください

　毎月第一火曜日の１０時か　毎月第一火曜日の１０時か

ら１２時まで、ら１２時まで、生活相談の勉生活相談の勉

強会をしています。強会をしています。生活相談生活相談

の難しい事例をあげてどのよの難しい事例をあげてどのよ

うに対処したらいいのか話しうに対処したらいいのか話し

合ったり、合ったり、コーチングとカウコーチングとカウ

ンセリングの違い、ンセリングの違い、例えばカ例えばカ

ウンセリングでは対象や目的ウンセリングでは対象や目的

が個人や個人の心理的平安でが個人や個人の心理的平安で

あるのに対して、あるのに対して、コーチングコーチング

は個人だけではなく、は個人だけではなく、組織や組織や

組織の業績向上も含まれるの組織の業績向上も含まれるの

だそうです。だそうです。答えの所在はカ答えの所在はカ

ウンセリングはカウンセラーウンセリングはカウンセラー

の助言であるのに対して、の助言であるのに対して、

コーチングは本人の気付きだコーチングは本人の気付きだ

とのこと。とのこと。

　性格判断をしたり楽しい勉　性格判断をしたり楽しい勉

強会です。強会です。１月９日には東京１月９日には東京

入管の有馬さんが来てくださ入管の有馬さんが来てくださ

いました。いました。とてもお忙しい人とてもお忙しい人

なので、なので、このようなことはあこのようなことはあ

まりないんだそうですが、まりないんだそうですが、石石

井理事長の特別の依頼に応え井理事長の特別の依頼に応え

てくださったようです。てくださったようです。センセン

ターの皆さんの日々の活動をターの皆さんの日々の活動を

理解してくださって、理解してくださって、不可能不可能

が可能になりました。が可能になりました。内容の内容の

濃いお話をたくさん聞くこと濃いお話をたくさん聞くこと

ができました。ができました。

　生活相談スタッフを募集し　生活相談スタッフを募集し

ています。ています。そして勉強会にごそして勉強会にご

参加ください、参加ください、お待ちしていお待ちしてい

ます。ます。（半田栄子）（半田栄子）

センターにセンターに

“新エンジン”“新エンジン”をを

　　20072007年、年、「団塊の世代」「団塊の世代」700700

万人の大量退職が始まる。万人の大量退職が始まる。そそ

の名付け親である堺屋太一氏の名付け親である堺屋太一氏

によると、によると、この人たちはこの人たちは“日“日

本産業株式会社”本産業株式会社”のエンジンのエンジン

役を果たしてきた世代であ役を果たしてきた世代であ

る。る。人生人生8080年時代、年時代、退職した退職した

人たちには、人たちには、今後今後1010万時間も万時間も

の自由時間がある。の自由時間がある。

　外国人の自立支援、　外国人の自立支援、多文化多文化

共生のまちづくりを目指し、共生のまちづくりを目指し、

スタートしたセンターも今年スタートしたセンターも今年

で仮オープンからで仮オープンから1010年。年。多く多く

の人たちの支援とボランティの人たちの支援とボランティ

アスタッフの努力により、アスタッフの努力により、民民

設民営の拠点はなんとか維持設民営の拠点はなんとか維持

し続けてきた。し続けてきた。しかし、しかし、設立設立

当初からのスタッフの戦力も当初からのスタッフの戦力も

低下しつつあり、低下しつつあり、新戦力の補新戦力の補

充も十分とは云えない。充も十分とは云えない。今今

後、後、在日外国人の増加に伴在日外国人の増加に伴

う、う、多様なニーズに適応でき多様なニーズに適応でき

るセンターを維持するには、るセンターを維持するには、

より多くのボランティアの参より多くのボランティアの参

加と、加と、専門スタッフや組織的専門スタッフや組織的

な活動をサポートするスタッな活動をサポートするスタッ

フも求められる。フも求められる。

　団塊の世代はこれらの役割　団塊の世代はこれらの役割

を担ってくれる人材の宝庫でを担ってくれる人材の宝庫で

あり、あり、当面の課題は、当面の課題は、誰もが誰もが

参加しやすい環境を整備して参加しやすい環境を整備して

いくことだろう。いくことだろう。（荒田光男）（荒田光男）

外の世界に外の世界に

目を向けながら目を向けながら

　夫とともにセンターの活動　夫とともにセンターの活動

をはじめて、をはじめて、早くも１０年が早くも１０年が

経とうとしています。経とうとしています。はじめはじめ

の頃、の頃、大きな目標に向かっ大きな目標に向かっ

て、て、あらゆる活動が新鮮で、あらゆる活動が新鮮で、

熱い思いで活動していたよう熱い思いで活動していたよう

に思います。に思います。その後、その後、夫が他夫が他

界した後も、界した後も、会計、会計、翻訳、翻訳、英英

語教室などでセンターの活動語教室などでセンターの活動

に携わってきましたが、に携わってきましたが、ここここ

２、２、３年は初心の気持ちは何３年は初心の気持ちは何

処へやら、処へやら、ただ仕事をこなしただ仕事をこなし

ている自分に嫌気がさしてきている自分に嫌気がさしてき

ました。ました。こんなことでは他のこんなことでは他の

人にも迷惑をかけると悶々と人にも迷惑をかけると悶々と

していました。していました。

　先日、　先日、品川にある品川にある I W CI W C

（（Interact with CommunityInteract with Community））

国際市民の会を訪問しまし国際市民の会を訪問しまし

た。た。充実している日本語教育充実している日本語教育

支援の様子を見、支援の様子を見、また理事長また理事長

のお話を聞くなど有意義な日のお話を聞くなど有意義な日

を過ごして、を過ごして、いろいろ学ばせいろいろ学ばせ

てもらいました。てもらいました。今まで、今まで、狭狭

い地域で安穏と暮らして満足い地域で安穏と暮らして満足

し、し、外に目を向けようとしな外に目を向けようとしな

かった私に、かった私に、夫がショック療夫がショック療

法を与えてくれたのではない法を与えてくれたのではない

かと思いました。かと思いました。（阿澄康子）（阿澄康子）

スタッフからのメッセージスタッフからのメッセージ



特定非営利活動法人特定非営利活動法人ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター
〒〒356-0004 356-0004 埼玉県ふじみ野市上福岡埼玉県ふじみ野市上福岡5-4-255-4-25

TelTel：：049-256-4290049-256-4290　　FaxFax：：049-256-4291049-256-4291

生活相談専用電話生活相談専用電話：：049-269-6450049-269-6450　　

センターの活動をご支援くださいセンターの活動をご支援ください

会員会員・・賛助会員賛助会員・・寄付のご案内寄付のご案内

●活動を担う会員……正会員●活動を担う会員……正会員

　正会員は、　正会員は、 スタッフなどとして活動を担っていただく会員スタッフなどとして活動を担っていただく会員

です。です。 この会員は、この会員は、 総会などでの議決権をもちます。総会などでの議決権をもちます。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口 3,0003,000 円、円、 団体１口団体１口 10,00010,000 円円

●センターを財政的に支える会員……賛助会員●センターを財政的に支える会員……賛助会員

　賛助会員は、　賛助会員は、 センターを財政的に支えていただく会員でセンターを財政的に支えていただく会員で

す。す。 総会等での議決権はありませんが、総会等での議決権はありませんが、 センターのイベンセンターのイベン

トなどのご案内や、トなどのご案内や、 機関誌をお送りいたします。機関誌をお送りいたします。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口 3,0003,000 円、円、 団体１口団体１口 10,00010,000 円円
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編集スタッフ編集スタッフ

発行者発行者 ：： 石井ナナエ石井ナナエ （センター理事長）（センター理事長）

編集委員編集委員 （（5050音順）音順）：：阿澄康子、阿澄康子、 荒田光男、荒田光男、 岩田仁、岩田仁、 石石

原怜実、原怜実、 上島直美、上島直美、 上原美樹、上原美樹、 王祺、王祺、 王賛博、王賛博、 川田川田

明香、明香、 黄耀潤、黄耀潤、 斉藤恵子、斉藤恵子、 篠島幹昌、篠島幹昌、 内藤忍、内藤忍、 長谷長谷

川正江、川正江、 山崎友理山崎友理

●● 20052005 年年 44 月～月～ （（5050 音順音順 ・・ 敬称略）敬称略）
青木和雄、青木和雄、 阿澄康子、阿澄康子、 穴沢エミリン、穴沢エミリン、 荒田光男、荒田光男、 石井ナナヱ、石井ナナヱ、
伊藤智明、伊藤智明、 伊藤真弓、伊藤真弓、 いも煮会、いも煮会、 岩田ひさよ、岩田ひさよ、 岩田仁、岩田仁、 上島上島
直美、直美、 エスコラピアス修道士会、エスコラピアス修道士会、 江原工業、江原工業、 海老原夕美、海老原夕美、 遠藤遠藤
宏子、宏子、 大関優、大関優、 太田原裕、太田原裕、 小沢ビクトリア、小沢ビクトリア、 小原富明、小原富明、 （株）（株） オオ
ムテック、ムテック、 カクセイジョ、カクセイジョ、 葛西敦子、葛西敦子、 加藤久美子、加藤久美子、 カトリック教会、カトリック教会、
金子朝子、金子朝子、 金子忠弘、金子忠弘、 神田順子、神田順子、 金文玉、金文玉、 栗島三千代、栗島三千代、 候、候、
国際ソロプチミスト、国際ソロプチミスト、 後藤泰博、後藤泰博、 サークルクムスタカ、サークルクムスタカ、 庄子一雄、庄子一雄、
申常午、申常午、 菅山修二、菅山修二、 鈴木譲二、鈴木譲二、 鈴木美佐子、鈴木美佐子、 高橋郁子、高橋郁子、 武武
田和子、田和子、 田中正江、田中正江、 チョン玄淑、チョン玄淑、 常西カツエ、常西カツエ、 デュオ、デュオ、 寺村寺村
壁如、壁如、 戸塚咸子、戸塚咸子、 内藤忍、内藤忍、 中嶋恵津子、中嶋恵津子、 仲田京子、仲田京子、 中村禎中村禎
作、作、 萩原千代子、萩原千代子、 橋本弘美、橋本弘美、 長谷川正江、長谷川正江、 羽石貴裕、羽石貴裕、 羽石羽石
電気、電気、 東入間地区遊技業組合、東入間地区遊技業組合、 広木加代子、広木加代子、 藤林泰、藤林泰、 三芳ア三芳ア
ジア友の会、ジア友の会、 百瀬滉、百瀬滉、 矢野やす子、矢野やす子、 山崎友理、山崎友理、 若林祥文若林祥文

会員、会員、賛助会員にはこの機関紙をお送りします賛助会員にはこの機関紙をお送りします
●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります

　ふじみの国際交流センターは、　ふじみの国際交流センターは、 国税庁からの認定を受けた国税庁からの認定を受けた

「認定「認定 NPONPO 法人」法人」 ですので、ですので、 ご寄付は、ご寄付は、 法人であれば損金参入法人であれば損金参入

が認められ、が認められ、 個人であれば寄付控除の対象となります。個人であれば寄付控除の対象となります。

ご寄付をいただいた方々ご寄付をいただいた方々

ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

■今回は中国の水ぎょうざ、■今回は中国の水ぎょうざ、 春巻きをとり春巻きをとり

あげました。あげました。 とても賑やかで楽しい料理会とても賑やかで楽しい料理会

になりました。になりました。 日本だと醤油と酢をつけま日本だと醤油と酢をつけま

すが、すが、 中国の人は断然中国の人は断然 『黒酢』『黒酢』 だそうでだそうで

す。す。私も何度か食べているうちに慣れてき私も何度か食べているうちに慣れてき

ました。ました。 やみつきになるかも。やみつきになるかも。 （篠島）（篠島）

■取材を通して、■取材を通して、 人とのコミュニケーション人とのコミュニケーション

の難しさを改めて実感します。の難しさを改めて実感します。 こうしようとこうしようと

思っていても、思っていても、なかなか実際にはできないなかなか実際にはできない

ことも多いです。ことも多いです。 しかし、しかし、 その中にあたたその中にあたた

編集後記編集後記

かい出会いがあります。かい出会いがあります。 もともと話すこともともと話すこと

が得意ではない私ですが、が得意ではない私ですが、 一つひとつの一つひとつの

出会いを大切にして、出会いを大切にして、自分なりに頑張って自分なりに頑張って

いこうと思っています。いこうと思っています。 （石原）（石原）

■ハローフレンズに関わり始めて、■ハローフレンズに関わり始めて、 ２年目２年目

に入ります。に入ります。   一番の収穫は、一番の収穫は、 たくさんのたくさんの

人に出会えたこと。人に出会えたこと。   今後も、今後も、 さまざまな人さまざまな人

に出会い、に出会い、 本誌を通じて、本誌を通じて、 より多くの人より多くの人

に、に、 FICECFICECの魅力と在日外国人の現状をの魅力と在日外国人の現状を

伝えたいと思います。伝えたいと思います。 （上原）（上原）

郵便振替口座郵便振替口座：：00110-0-36951100110-0-369511
口座名口座名：：ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター

あなたも編集委員会に加わってください。あなたも編集委員会に加わってください。大歓迎です。大歓迎です。

中国語教室中国語教室
学習者の中国語能力によ学習者の中国語能力によ
り、り、初級、初級、中級上級に分中級上級に分
かれて学習します。かれて学習します。
●毎週金曜日●毎週金曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
冷暖房冷暖房11回回200200～～300300円円

韓国語教室韓国語教室
韓国語初級講座。韓国語初級講座。韓国人韓国人
の先生が、の先生が、やさしく丁寧やさしく丁寧
に教えてくれます。に教えてくれます。
●毎週月曜日●毎週月曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：１回１回500500円円

ポルトガル語教室ポルトガル語教室
ブラジルで通訳の仕事ブラジルで通訳の仕事
をしていた方が指導しをしていた方が指導し
てくれています。てくれています。
●毎週火曜日●毎週火曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：１回１回10001000円円

英語教室英語教室
初心者を対象としたス初心者を対象としたス
クールです。クールです。グループでグループで
楽しみながら勉強します。楽しみながら勉強します。
●毎週水曜日●毎週水曜日
　午後　午後77 時～時～
受講料受講料：：月月44回回40004000円円

日本語教室日本語教室
「生活に役立つ日本語の「生活に役立つ日本語の
習得」習得」を目標に、を目標に、日本人日本人
が日本語で教える教室。が日本語で教える教室。
●毎週木曜日●毎週木曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：無料無料

国際こどもクラブ国際こどもクラブ
日本語が不自由なこども日本語が不自由なこども
たちに日本語や勉強を教たちに日本語や勉強を教
えます。えます。
●毎週土曜日●毎週土曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：無料無料

パソコン教室パソコン教室
外国人、外国人、日本人にパソコ日本人にパソコ
ンの技術指導をします。ンの技術指導をします。
●月２回土曜日開催●月２回土曜日開催
　午後　午後11時～時～33 時時
受講料受講料：：日本人日本人10001000円円
　　　　外国人　　　　外国人300300円円

国際スポーツクラブ国際スポーツクラブ
上福岡の中学校体育館で上福岡の中学校体育館で
バスケットボールを楽しバスケットボールを楽し
みます。みます。
●毎週日曜日●毎週日曜日
　午後　午後77時～時～99 時半時半
参加費参加費：：無料無料

ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））のスクール、のスクール、クラブクラブ

■本誌の印刷直前の２月４日に悲しい知■本誌の印刷直前の２月４日に悲しい知

らせが入りました。らせが入りました。 センターで、センターで、 事務所の事務所の

維持管理などの仕事を精力的に担われて維持管理などの仕事を精力的に担われて

いた青木和雄さんが永眠されました。いた青木和雄さんが永眠されました。 女女

性スタッフ主体のセンターで、性スタッフ主体のセンターで、裏方の力仕裏方の力仕

事はとにかく青木さんの役割でした。事はとにかく青木さんの役割でした。 「も「も

う年だよ」う年だよ」 といいながら、といいながら、 せっせと、せっせと、 そしそし

てこつこつと仕事をしている姿がもう見らてこつこつと仕事をしている姿がもう見ら

れないかと思うと、れないかと思うと、 寂しさがつのります。寂しさがつのります。

ご冥福をお祈りします。ご冥福をお祈りします。 （スタッフ一同）（スタッフ一同）


